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38－  　  － 39－  　  －
表１　「作品展・作品展示の実施に関する項目の集計結果Ⅰ」



























42－  　  － 43－  　  －
表３　「コミュニケーションに関する項目の集計結果」























44－  　  － 45－  　  －
表４　「現状の作品展についての問題の考察の為の項目の集計結果」
44－  　  － 45－  　  －
　６）考察（現状の作品展についての問題の考察の為の項目）
　現状の作品展についての問題の考察の為の項目の集計結果についてまとめたい。子どもたちは、制
作と作品には興味があるが作品を展示する事のうれしさや楽しさまでを日々の造形あそびの中で伝え
る事ができれば、より展示に関心を持てるのではないだろうか。また、保護者は、自分の子どもの作
品以外にも興味を持ちやすい展示、子どもたちの成長を見せたり、制作の過程がみえる展示方法の模
索が必要と言える。しかし、最後に先生の立場でみると、作品展の改善をする際に、準備段階の負担
を考え可能な範囲からの改善案の提案が不可欠になってくるといえる。
今後の課題
　「上手だね。」「よくできたね。」という子どもたちの作品の完成度や技術面を評価する声がけのほ
かに、幼稚園教育要領にある「豊かな感性」や「自分なりの表現」、「様々な表現」を育む為の声がけ
や評価の場が必要だ。その為には、制作の過程の段階で共感する事が大切にされる活動が注目されて
いる。レッジョ・エミリア・アプローチでは、制作の過程から子ども達に寄り添い子ども達の内面で
ある心の動きに触れ、共感し声がけなどのコミュニケーションをとる事が重要視されている。そし
て、それらを記録に残し展示する事によってさらなるコミュニケーションの場となり、感性や表現を
育む場として機能している。本研究の目的は、普段の保育で伝えきれない共感を伝える、コミュニ
ケーションの場として作品の展示を充実させる事を提案する事であり、本調査はその前段階であり、
現状の幼稚園で行われている作品展を調査し改善点や問題点を探ることである。青森市の幼稚園の中
で調査期間に作品展を実施している幼稚園に質問用紙で調査を依頼した。調査の結果、多くの作品展
ではテーマが設定され、子ども達の作品がよりよく見えるような配置や装飾の工夫がなされている。
その一方で、「子ども達のがんばり」、「一人一人の個性」、「作品の作り方などの過程」、「テーマと作
品作りの経過」などの作品を見ただけでは想像しにくい事が作品展を通して伝えたい事としてあげら
れたが、展示方法としてそれに向けて工夫をしている園は少なかった。その代わり、展示を見に来た
保護者と先生の会話の多くで制作の過程の出来事を伝えているという回答が多く、この点を見ると先
生の伝えたい事だけではなく、保護者が展示に期待する事としても制作の過程の出来事が挙げられる
だろう。また、子どもたちに関しては、展示の楽しさを日々の造形あそびの中で伝える事が課題と言
える。これらの事から、子どもたちの作っている時の表情が見える展示豊富が一つの目指すべき展示
であると提案したい。しかし、展示場所や準備の為の先生の負担も考慮し改善案を探っていく事が今
後の課題といえる。
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